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(57)【要約】
【課題】騒音を低減した高圧洗浄機を提供する。
【解決手段】ポンプ４１とポンプ４１を駆動する電動機
３１とを備えるポンプユニット３０と、ポンプユニット
３０を制御する制御部７０と、ポンプユニット３０と制
御部７０を収納するハウジング１０とを備える高圧洗浄
機において、電動機３１は冷却ファン３４を備え、ハウ
ジング１０の内部には、冷却ファン３４によりハウジン
グ１０の外部から吸気された空気が流れる流路領域と、
流路領域に隣接し吸音部材が設置される吸音領域が形成
されていることを特徴とする。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポンプと前記ポンプを駆動する電動機とを備えるポンプユニットと、
　前記ポンプユニットを制御する制御部と、
　前記ポンプユニットと前記制御部を収納するハウジングと、を備える高圧洗浄機におい
て、
　前記電動機は冷却ファンを備え、前記ハウジングの内部には、前記冷却ファンにより前
記ハウジングの外部から吸気された空気が流れる流路領域と、前記流路領域に隣接し吸音
部材が設置される吸音領域が形成されていることを特徴とする高圧洗浄機。
【請求項２】
　前記ハウジングには吸気風窓と排気風窓とからなる風窓が形成され、前記電動機には吸
気口と排気口が形成され、前記流路領域は、前記吸気風窓と前記吸気口との間に形成され
る吸気流路領域と、前記排気風窓と前記排気口との間に形成される排気流路領域を備え、
前記吸気流路領域と前記排気流路領域の少なくとも一方には流路長さを拡大するための仕
切り壁が備えられていることを特徴とする請求項１に記載の高圧洗浄機。
【請求項３】
　前記仕切り壁は、前記吸気風窓又は前記排気風窓の少なくとも一方を上方から覆ってい
ることを特徴とする請求項２に記載の高圧洗浄機。
【請求項４】
　前記吸気流路領域は、吸気された空気の流速が減速される減速領域を備えていることを
特徴とする請求項２または３に記載の高圧洗浄機。
【請求項５】
　前記吸音領域は、前記ポンプユニットの前方と後方に形成されており、前記流路領域は
、前記ポンプユニットの左方と右方の少なくとも一方に形成されていることを特徴とする
請求項１から４のいずれか１項に記載の高圧洗浄機。
【請求項６】
　前記制御部は、スイッチと、前記電動機に給電するための整流回路と、を備え、前記ス
イッチの操作により前記整流回路を全波整流と半波整流とに切り換えることで、前記電動
機の回転数を二段階に切り換えることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載
の高圧洗浄機。
【請求項７】
　前記制御部は、スイッチボックスに収納され、前記スイッチボックスには前記排気口か
らの排気を前記スイッチボックスの内部に導入するための排気取入口が形成されているこ
とを特徴とする請求項２から６のいずれか１項に記載の高圧洗浄機。
【請求項８】
　前記整流回路は、発熱電気部品を有し、前記スイッチボックスは、前記排気取入口から
前記発熱電気部品まで連通する排気導入路を備え、前記排気導入路には、導入された排気
の流速を増速させる絞り経路部が形成されていることを特徴とする請求項７に記載の高圧
洗浄機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、家庭などで用いられる高圧洗浄機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、家屋の外回りや自動車の洗浄などに用いられる高圧洗浄機が知られている。
この種の高圧洗浄機は、電動機とポンプを備えるポンプユニットと、ポンプユニットを制
御する制御部をハウジングの内部に収納しており、外部電源からの給電によりポンプユニ
ットを運転して水道等の水源から供給された水を加圧し、ノズルガンから対象物に向かっ
て吐出することで、対象物に付着した汚れの除去を行うことができる（例えば下記特許文
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献１）。
【０００３】
　また、電動機の内部には運転による温度上昇を抑制するための冷却ファンが設けられて
おり、電動機の運転による冷却ファンの回転で、ハウジング外部の空気を冷却風としてハ
ウジング内部に取り入れ、電動機を冷却した後、ハウジングの外部に排出している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－７３６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述の高圧洗浄機の場合、ポンプユニットの運転により発生する音がハ
ウジングを介して外部に伝達されるため、大きな騒音となり、作業者に不快感を与えてい
た。
【０００６】
　また、ポンプユニットの運転により発生する音がハウジングに形成された空気の取入用
および排出用の風窓から外部に放出されるため、大きな騒音となり、作業者に不快感を与
えていた。
【０００７】
　本発明は、上述した課題の存在に鑑みてなされたものであって、その目的は、騒音を低
減した高圧洗浄機を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明に係る高圧洗浄機は、ポンプと前記ポンプを駆動する電動機とを備えるポンプユ
ニットと、前記ポンプユニットを制御する制御部と、前記ポンプユニットと前記制御部を
収納するハウジングと、を備える高圧洗浄機において、前記電動機は冷却ファンを備え、
前記ハウジングの内部には、前記冷却ファンにより前記ハウジングの外部から吸気された
空気が流れる流路領域と、前記流路領域に隣接し吸音部材が設置される吸音領域が形成さ
れていることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明に係る高圧洗浄機においては、前記ハウジングには吸気風窓と排気風窓と
からなる風窓が形成され、前記電動機には吸気口と排気口が形成され、前記流路領域は、
前記吸気風窓と前記吸気口との間に形成される吸気流路領域と、前記排気風窓と前記排気
口との間に形成される排気流路領域を備え、前記吸気流路領域と前記排気流路領域の少な
くとも一方には流路長さを拡大するための仕切り壁を備えることができる。
【００１０】
　さらに、本発明に係る高圧洗浄機においては、前記仕切り壁は、前記吸気風窓又は前記
排気風窓の少なくとも一方を上方から覆うことができる。
【００１１】
　また、さらに、本発明に係る高圧洗浄機においては、前記吸気流路領域は、吸気された
空気の流速が減速される減速領域を備えることができる。
【００１２】
　また、さらに、本発明に係る高圧洗浄機においては、前記吸音領域は、前記ポンプユニ
ットの前方と後方に形成し、前記流路領域は、前記ポンプユニットの左方と右方の少なく
とも一方に形成することができる。
【００１３】
　また、さらに、本発明に係る高圧洗浄機においては、前記制御部は、スイッチと、前記
電動機に給電するための整流回路と、を備え、前記スイッチの操作により前記整流回路を
全波整流と半波整流とに切り換えることで、前記電動機の回転数を二段階に切り換えるこ
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とができる。
【００１４】
　また、さらに、本発明に係る高圧洗浄機においては、前記制御部は、スイッチボックス
に収納され、前記スイッチボックスには前記排気口からの排気を前記スイッチボックスの
内部に導入するための排気取入口を形成することができる。
【００１５】
　また、さらに、本発明に係る高圧洗浄機においては、前記整流回路は、発熱電気部品を
有し、前記スイッチボックスは、前記排気取入口から前記発熱電気部品まで連通する排気
導入路を備え、前記排気導入路には、導入された排気の流速を増速させる絞り経路部を形
成することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、騒音を低減した高圧洗浄機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態に係る高圧洗浄機の正面図である。
【図２】本実施形態に係る高圧洗浄機の右側面図である。
【図３】本実施形態に係る高圧洗浄機の左側面図である。
【図４】本実施形態に係る高圧洗浄機の背面図である。
【図５】本実施形態に係る高圧洗浄機の内部を示す図であり、ポンプユニットを正面から
見た状態を示している。
【図６】本実施形態に係る高圧洗浄機の内部を示す図であり、ポンプユニットを右方から
見た状態を示している。
【図７】図３におけるＡ－Ａ断面図である。
【図８】図１におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図９】図１におけるＣ－Ｃ断面図である。
【図１０】本実施形態に係る高圧洗浄機の要部拡大図であり、ポンプユニットおよび制御
部を後方から見た状態を示している。
【図１１】本実施形態に係る高圧洗浄機の要部拡大図であり、ポンプユニットおよび制御
部を左方から見た状態を示している。
【図１２】本実施形態に係る高圧洗浄機の要部拡大図であり、スイッチボックスの内部を
示している。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための好適な実施形態について、図１から図１２を用いて説明
する。なお、以下の実施形態は、請求項に係る発明を限定するものではなく、また、実施
形態の中で説明されている特徴の組み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限
らない。
【００１９】
　また、図面は、主に高圧洗浄機の本体部を示しており、加圧水を吐出するノズルガン等
は省略されている。
【００２０】
　図１は本実施形態に係る高圧洗浄機の正面図である。図２は本実施形態に係る高圧洗浄
機の右側面図である。図３は本実施形態に係る高圧洗浄機の左側面図である。図４は本実
施形態に係る高圧洗浄機の背面図である。図５は本実施形態に係る高圧洗浄機の内部を示
す図であり、ポンプユニットを正面から見た状態を示している。図６は本実施形態に係る
高圧洗浄機の内部を示す図であり、ポンプユニットを右方から見た状態を示している。図
７は図３におけるＡ－Ａ断面図である。図８は図１におけるＢ－Ｂ断面図である。図９は
図１におけるＣ－Ｃ断面図である。図１０は本実施形態に係る高圧洗浄機の要部拡大図で
あり、ポンプユニットおよび制御部を後方から見た状態を示している。図１１は本実施形
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態に係る高圧洗浄機の要部拡大図であり、ポンプユニットおよび制御部を左方から見た状
態を示している。図１２は本実施形態に係る高圧洗浄機の要部拡大図であり、スイッチボ
ックスの内部を示している。また、本明細書では、図中に示すように、本実施形態の高圧
洗浄機の使用時の設置状態に基づき、「前、後、左、右、上、下、」を規定してある。
【００２１】
　図１から図４に示すように、本実施形態における高圧洗浄機の本体部１は、ハウジング
１０と、ハウジング１０の上方に回動可能に設置されるハンドル２１と、ハウジング１０
の下方に回転自在に設置される一対の車輪１３とを備えている。ハウジング１０は、樹脂
製であり、前後方向の中央部で前ハウジング１１と後ハウジング１２とに２分割されてい
る。前ハウジング１１の前面には回転式の操作ダイヤル７１が設置されており、操作ダイ
ヤル７１の回転操作により高圧洗浄機の運転状態を制御することができる。操作ダイヤル
７１の下方には、吐出側継ぎ手２３が配置されており、吐出側継ぎ手２３には高圧ホース
を介してノズルガンが接続される。なお、高圧ホースとノズルガンは、図示を省略してい
る。後ハウジング１２の後面下部には、給水側継ぎ手２２が配置されており、給水側継ぎ
手２２には水道等の外部水源と不図示のホースを介して接続される。
【００２２】
　次に、図５から図９を参酌図に加えてポンプユニット等について説明する。ハウジング
１０には、電動機３１と電動機３１に駆動され電動機３１の下方に連結されるポンプ４１
とを備えるポンプユニット３０と、ポンプユニット３０の運転状態を制御する制御部７０
を収納するスイッチボックス８０が収納されている。ポンプユニット３０は、ハウジング
１０内の中央部に配置されており、スイッチボックス８０はポンプ４１の左側に接近して
配置されている。図７に示すように、電動機３１は、その回転子軸３２の軸線を上下方向
として配置されており、回転子軸３２の上方には整流子３３が固定され、下方には冷却フ
ァン３４が固定され、さらに、下端部には歯車が固定されている。ポンプ４１は、回転子
軸３２の下端部の歯車とかみ合う歯車が固定された駆動軸４２と、駆動軸４２に固定され
る斜板４３と、斜板４３に設置されるスラストベアリング４４と、スラストベアリング４
４に当接するピストン４５と、を備えている。ポンプユニット３０の運転時は、電動機３
１の回転軸３２の回転により斜板４３が回転し、スラストベアリング４４が揺動すること
で、ピストン４５を往復運動させ、給水側継ぎ手２２からポンプ４１に供給される水を加
圧して吐出側継ぎ手２３から吐出させる。
【００２３】
　電動機３１の上端部において、回転子軸３２に垂直な面には冷却のための空気を吸気す
るための吸気口３５が形成されており、下端部には冷却後の空気を排気するための排気口
３６が形成されている。吸気口３５の周りには吸気口３５を囲み上方に突出する周壁３７
が形成されており、これにより冷却のための空気は、周壁３７の上縁を乗り越えて吸気口
３５に到達することになる。電動機３１の下端部は、回転子軸３２に垂直な断面視で矩形
状に形成されており、その前後左右の４面にそれぞれ排気口３６が形成されている。なお
、電動機３１の冷却ファン３４は、排気口３６の内側に配置されている。
【００２４】
　ポンプ４１の外周面には、円柱部４６が複数突設されており、ハウジング１０の内面に
形成された支持穴に防振部材を介在させて嵌合させることで、ポンプユニット４０がハウ
ジング１０の内部に支持されている。この防振部材によりポンプユニット４０から発生す
る振動のハウジング１０への伝達が抑制され、ハウジング１０から放出される騒音が低減
される。
【００２５】
　前ハウジング１１には、ハンドル２１が図３において想像線で示す格納位置にあるとき
の高圧洗浄機の移動を容易にするための固定ハンドル２４と、非使用時にホース類を掛け
ることで収納性を高めるためのフック部２５が取り付けられている。固定ハンドル２４は
、前ハウジング１１の上方において、左右方向に延びる把持部２４ａを備えている。把持
部２４ａの前ハウジング１１の上面から上方への突出量は、使用時の操作性が低下しない
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程度に低く設定されており、これにより収納サイズの拡大を最小限に留めている。また、
固定ハンドル２４の前後方向位置は高圧洗浄機の重心位置の上方になるようにハウジング
１０の前後方向中央部に配置されており、移動時の作業性の向上が図られている。フック
部２５は、前ハウジング１１の前面の上下方向中央部から上方に向かって突出した舌形状
であり、前ハウジング１１の前面とフック部２５との間にホース類を掛け回して使用する
。なお、本実施形態においては、製造コストの低減と組立性の向上を目的として、固定ハ
ンドル２４とフック部２５とは一体に形成されている。
【００２６】
　後ハウジング１２には、予備のノズルガンなどの収納スペースを形成するための収納部
材２６が取り付けられている。収納部材２６は、後ハウジング１２の後部に取り付けるこ
とで、後ハウジング１２の後面と収納部材２６の左右側面と後面および下面で囲まれる収
納スペースを形成する。収納部材２６の後面は、左右側面と比して上方に延設されており
、この延設部に、外部電源と接続するためのケーブルを掛け回すことができるため収納時
に便利である。また、収納部材２６の後面上部には付属品である洗浄ボトルを保持するた
めの孔２６ａが形成されている。収納部材２６の後面下部には、収納スペースの底部に収
納された小物の目視および取り出しを容易にするための下部開口２６ｂが形成されている
。また、収納部材２６の左右両側には、使用中のノズルガンの一時仮置き用のホルダ２７
が取り付けられている。
【００２７】
　後ハウジング１２は、右側面１２ａと左側面１２ｂと後面１２ｃと上面１２ｄと下面１
２ｅとを備えており、右側面１２ａと左側面１２ｂには、後面１２ｃ側から前側縁部の手
前まで略水平に延びる溝１４が複数形成されている。溝１４は、上下方向断面で後ハウジ
ング１２の外側から内側へ向かって凹んだコの字形状をしている。
【００２８】
　後ハウジング１２の右側面１２ａに形成される溝１４の上側の６個については、その上
面に吸気風窓１４ａが形成されている。コの字形状の上面に吸気風窓１４ａを形成したこ
とで、ハウジング１０の内部への雨水の進入を防ぐ効果がある。
【００２９】
　後ハウジング１２の内部には、吸気風窓１４ａを上方から覆う吸気側仕切り壁１５が形
成されている。吸気側仕切り壁１５は、吸気風窓１４ａの上方において、右側面１２ａか
ら左下方に延びる傾斜部１５ａと、傾斜部１５ａから下方に延びる垂直部１５ｂを備えて
いる。垂直部１５ｂの下端の上下方向位置は、上方より４番目の吸気風窓１４ａと略一致
している。なお、吸気側仕切り壁１５の後端は、後面１２ｃと接続しており、前端は、前
ハウジング１１と後ハウジング１２の分割ラインまで達している。
【００３０】
　さらに、後ハウジング１２の内部には、吸気側仕切り壁１５の下方に吸気下側仕切り壁
１６が形成されている。吸気下側仕切り壁１６は、上方より６番目の吸気風窓１４ａ近傍
の右側面１２ａから左上方に延びる傾斜部１６ａと、傾斜部１６ａから略水平に左方へ延
びる水平部１６ｂと、電動機３１の手前で、水平部１６ｂから上方に延びる垂直部１６ｃ
と、垂直部１６ｃの上下方向中央部から略水平に左側面１２ｂまで延びる中央水平部１６
ｅと、垂直部１６ｃの上端からわずかに右方に延びる上端水平部１６ｄを備えている。傾
斜部１６ａと水平部１６ｂの接続点の左右方向位置は、吸気側仕切り壁１５の垂直部１５
ｂの下端位置に対して左側になるように設定されている。水平部１６ｂの上下方向位置は
、電動機３１の排気口３６の上方近傍に設定されている。また、垂直部１６ｃの上端の上
下方向位置は、垂直部１５ｂの下端の上下方向位置より上方になるように設定されている
。さらに、垂直部１６ｃと垂直部１５ｂとの左右方向距離は、垂直部１５ｂと左側面１２
ｂとの左右方向距離より大きく設定されている。なお、上方より６番目の吸気風窓１４ａ
は、傾斜部１６ａの右側面１２ａとの接続部に形成されている。また、水平部１６ｂと中
央水平部１６ｅは、電動機３１の外郭形状に対応した逃がし部を備えており、その逃がし
部により電動機３１の位置規制の機能も備えている。なお、吸気下側仕切り壁１６の後端
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は、後面１２ｃと接続しており、前端は、前ハウジング１１と後ハウジング１２の分割ラ
インまで達している。
【００３１】
　前ハウジング１１の内部には、後ハウジング１２の吸気側仕切り壁１５と下側仕切り壁
１６と同様の構成を持つ吸気側仕切り壁１７と下側仕切り壁１８が形成されている。
【００３２】
　電動機３１の後方において、後ハウジング１２の後面１２ｃの内側には電動機用吸音部
材６１が設置されている。電動機用吸音部材６１は、所定の厚さを持つスポンジ状のシー
ト材であり、吸気側仕切り壁１５と吸気下側仕切り壁１６の中央水平部１６ｅと後ハウジ
ング１２の左側面１２ｂと電動機３１の周壁３７の上縁より所定量下方の仮想線とで画成
される略矩形状の領域に設置されている。電動機３１の周壁３７の上縁より所定量下方の
仮想線で電動機用吸音部材６１の上端を画成したことで、雨水が電動機用吸音部材６１を
伝わり、吸気口３５から電動機３１の内部に進入することを防止している。また、電動機
３１の前方においても、前ハウジング１１の前面の内側に電動機用吸音部材６１と同様の
電動機用吸音部材６２が設置されており、電動機３１は、電動機用吸音部材６１と電動機
用吸音部材６２とで挟まれている。なお、電動機用吸音部材６２の一部は、電動機３１の
外郭形状の一部およびハウジング１０により圧縮された状態となっている。電動機用吸音
部材６１，６２を電動機３１の前方と後方に設置したことで、電動機３１の右方に形成さ
れる吸気風窓１４ａから電動機３１の吸気口３５までの空気が流れる流路領域（吸気流路
領域）は、電動機用吸音部材６１，６２を設置しない場合と比して狭くなり、これにより
、吸気流路領域を流れる空気の流速は増加することになる。
【００３３】
　後ハウジング１２の右側面１２ａに形成される溝１４の下側の４個には右側排気風窓１
４ｂが形成されている。４個の内上側の３個については、排気効率向上のため、コの字形
状の下面に形成されており、一番下側の１個については、コの字形状の上面に形成されて
いる。また、後ハウジング１２の左側面１２ｂに形成される溝１４の下側の６個について
は、排気効率向上のため、コの字形状の下面に左側排気風窓１４ｃが形成されている。
【００３４】
　後ハウジング１２の内部には、右側排気風窓１４ｂを上方から覆う右排気側仕切り壁５
１が形成されている。右排気側仕切り壁５１は、吸気側仕切り壁１５の傾斜部１６ａと水
平部１６ｂの接続点の近傍より下方に延びる垂直部５１ａと、垂直部５１ａから右下方へ
延びる傾斜部５１ｂと、傾斜部５１ｂから下方に延びる先端垂直部５１ｃとを備えている
。先端垂直部５１ｃの下端の上下方向位置は、下から２番目の右側排気風窓１４ｂと下か
ら３番目の右側排気風窓１４ｂの間に設定されている。なお、右排気側仕切り壁５１の後
端は、後面１２ｃと接続しており、前端は、前ハウジング１１と後ハウジング１２の分割
ラインまで達している。
【００３５】
　右排気側仕切り壁５１の下方には、右排気下側仕切り壁５２が形成されている。右排気
下側仕切り壁５２は、一番下側の溝１４から左方に延びる水平部５２ａと、水平部５２ａ
から左上方へ延びる傾斜部５２ｂと、傾斜部５２ｂから上方に延びる垂直部５２ｃとを備
えている。垂直部５２ｃの上端の上下方向位置は、右排気側仕切り壁５１の垂直部５１ａ
と傾斜部５１ｂの接続点と先端垂直部５１ｃの下端位置の中間に設定されている。また、
垂直部５２ｃの左右方向位置は、垂直部５１ａより左方へ所定量離間した位置に設定され
ている。なお、右排気下側仕切り壁５２の後端は、後面１２ｃと接続しており、前端は、
前ハウジング１１と後ハウジング１２の分割ラインまで達している。
【００３６】
　また、後ハウジング１２の内部には、左側排気風窓１４ｃを上方から覆う左排気側仕切
り壁５３が形成されている。左排気側仕切り壁５３は、左側排気風窓１４ｃを上方の左側
面１２ｂから右方に延びる水平部５３ａと、水平部５３ａから右下方へ延びる傾斜部５３
ｂと、傾斜部５３ｂから下方に延びる垂直部５３ｃを備えている。垂直部５３ｃの下端の
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上下方向位置は、下から２番目の左側排気風窓１４ｃと略一致している。なお、左排気側
仕切り壁５３の後端は、後面１２ｃと接続しており、前端は、前ハウジング１１と後ハウ
ジング１２の分割ラインまで達している。
【００３７】
　前ハウジング１１の内部には、後ハウジング１２の右排気側仕切り壁５１、右排気下側
仕切り壁５２および左排気側仕切り壁５３と同様の構成を持つ右排気側仕切り壁５４、右
排気下側仕切り壁５５および左排気側仕切り壁５６が形成されている。
【００３８】
　ポンプ４１およびスイッチボックス８０の後方において、後ハウジング１２の後面１２
ｃの内側にはポンプ用吸音部材６３が設置されている。ポンプ用吸音部材６３は、所定の
厚さを持つスポンジ状のシート材であり、吸気下側仕切り壁１６と左排気側仕切り壁５１
と左排気下側仕切り壁５２と左排気側仕切り壁５３と後ハウジング１２の右側面１２ａと
左側面１２ｂと下面１２ｅとで画成される領域に設置されている。ポンプ４１の前方にお
いても、前ハウジング１１の前面の内側にポンプ用吸音部材６３と同様のポンプ用吸音部
材６４が設置されており、ポンプ４１およびスイッチボックス８０は、ポンプ用吸音部材
６３とポンプ用吸音部材６４とで前後方向から挟まれている。また、ポンプ用吸音部材６
３，６４の一部は、ポンプ４１およびスイッチボックス８６０の外郭形状の一部により圧
縮された状態となっている。なお、ポンプ用吸音部材６３，６４には、給水継ぎ手２２や
吐出側継ぎ手２３等の配設のための逃がしが形成されている。
【００３９】
　上述の構成において、前ハウジング１１と後ハウジング１２の連結状態では、吸気風窓
１４ａと電動機３１の吸気口３５との間を空間的に繋ぐ吸気側流路領域が形成される。ま
た、電動機３１の排気口３６と排気風窓（左側排気風窓１４ｂ、右側排気風窓１４ｃ）と
の間を空間的に繋ぐ排気側流路領域が形成される。
【００４０】
　高圧洗浄機の運転時は、電動機３１の冷却ファン３４の回転により、図７において矢印
線Ｆで示すように、ハウジング１０の吸気風窓１４ａから外部の空気が吸気され、吸気側
流路領域を流れて電動機３１の吸気口３５に到達し、電動機３１の内部に導かれる。この
とき、電動機３１から発生する騒音は、吸気側流路領域を伝わり吸気風窓１４ａから外部
に放出されることになる。本発明においては、吸気風窓１４ａを覆う吸気側仕切り壁１５
が設けられているため、吸気風窓１４ａから放出される騒音の音圧が低減される。また、
吸気側仕切り壁１５，１７と吸気下側仕切り壁１６，１８により、空気の流路が屈曲し長
くなっているため、この流路を伝わる騒音は壁面で減衰し、吸気風窓１４ａから放出され
る騒音の音圧が低減される。さらに、吸気側流路領域に電動機用吸音部材６１，６２を隣
接させたことで、吸気側流路領域を画成する壁面の一部は電動機用吸音部材６１，６２に
より形成されているため、騒音は電動機用吸音部材６１，６２で減衰し、さらなる騒音の
低減が可能である。なお、電動機用吸音部材６１，６２は、電動機３１から発生する騒音
が前後ハウジング１１，１２へ伝わり外部へ放出されるのを低減させる機能も備えている
。
【００４１】
　電動機用吸音部材６１，６２を設置したことにより、吸気された空気が流れる吸気流路
領域が狭くなることで空気の流速が高まり、空気とともにハウジング１０の内部に進入し
た雨水が電動機３１まで運ばれる可能性が高まるが、本実施形態においては、仕切り壁の
構成を工夫することでその対策を講じている。すなわち、上方の３個の吸気風窓１４ａか
ら外部の空気とともに雨水が内部に進入した場合、空気の流れは、吸気側仕切り壁１５に
より下方にその流れ方向を偏向する。このとき進入した雨水の大部分は、吸気側仕切り壁
１５に衝突することで空気の流れから分離される。衝突により吸気側仕切り壁１５に付着
した雨水は、吸気側仕切り壁１５を伝わり、吸気下側仕切り壁１６の傾斜部１６ａに落下
することで、傾斜部１６ａを流れて上方より６番目の吸気風窓１４ａから外部に排水され
る。吸気側仕切り壁１５に衝突することなく空気と共にさらに下流側に移動する雨水は、
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空気の流れが吸気側仕切り壁１５と吸気下側仕切り壁１６の傾斜部１６ａと水平部１６ｂ
と垂直部１６ｃにより、その進行方向を上方へ偏向することで、自らの重量により空気の
流れから分離され傾斜部１６ａと水平部１６ｂに落下し、傾斜部１６ａを流れて上方より
６番目の吸気風窓１４ａから外部に排水される。それでもなお空気と共に吸気側仕切り壁
１５と垂直部１５ｂとの間を上方へ移動する雨水は、垂直部１６ｃと垂直部１５ｂとの左
右方向距離が垂直部１５ｂと左側面１２ｂとの左右方向距離と比して大きく設定して流路
断面積を拡大させていることにより空気の流れが減速されるため、自らの重量により吸気
下側仕切り壁１６の水平部１６ｂに落下し、その後上方より６番目の吸気風窓１４ａから
外部に排水される。なお、この流路断面積を拡大させて空気の流れを減速させる領域が本
発明の減速領域に相当する。この減速領域によっても水平部１６ｂに落下しない雨水は、
吸気下側仕切り壁１６の垂直部１６ｃに付着し、空気の流れとともに上方へ移動すること
が考えられるが、垂直部１６ｃの上端から右方に延びる上端水平部１６ｄにより堰き止め
られることで電動機３１まで運ばれることを防止できる。なお。下側３個の吸気風窓１４
ａから進入した雨水については、空気の流速が高くないため、進入後に吸気下側仕切り壁
１６の傾斜部１６ａに落下し、上方より６番目の吸気風窓１４ａから外部に排水されるが
、傾斜部１６ａに落下しない場合でも、上述のように垂直部１６ｃの上端から右方に延び
る上端水平部１６ｄにより堰き止められることで電動機３１まで運ばれることを防止でき
る。以上のように、吸気側仕切り壁１５と吸気下側仕切り壁１６は、騒音低減効果と共に
雨水進入防止効果も備えている。
【００４２】
　電動機３１の排気口３６から排気される冷却後の空気は、図７において矢印線Ｇで示す
ように、排気側流路領域を流れ、右側排気風窓１４ｂと左側排気風窓１４ｃから外部に排
気される。電動機３１の下部およびポンプ４１から発生する騒音については、排気側流路
領域を伝わり、左側排気風窓１４ｂと右側排気風窓１４ｃから外部に放出される。本発明
においては、左側排気風窓１４ｂと右側排気風窓１４ｃを覆う右排気側仕切り壁５１と左
排気側仕切り壁５３が設けられているため、右側排気風窓１４ｂと左側排気風窓１４ｃか
ら放出される騒音の音圧が低減される。また、右排気側仕切り壁５１，５４と右排気下側
仕切り壁５２，５５と左排気側仕切り壁５３，５６により、空気の流路が屈曲し長くなっ
ているため、この流路を伝わる騒音は壁面で減衰し、右側排気風窓１４ｂと左側排気風窓
１４ｃから放出される騒音の音圧が低減される。さらに、排気側流路領域にポンプ用吸音
部材６３，６４を隣接させたことで、排気側流路領域を画成する壁面の一部は、ポンプ用
吸音部材６３，６４により形成されているため、騒音はポンプ用吸音部材６３，６４で減
衰し、さらなる騒音の低減が可能である。なお、ポンプ用吸音部材６３，６４は、ポンプ
ユニット３０から発生する騒音が前後ハウジング１１，１２へ伝わり外部へ放出されるの
を低減させる機能も備えている。
【００４３】
　次に、制御部７０とスイッチボックス８０について図１０から１２を参酌して説明する
。制御部７０は、スイッチボックス８０の内部において、上方に回転自在に設置されるカ
ム軸７２と、カム軸７２の前端部に装着される操作ダイヤル７１と、カム軸７２の下方に
配置される基板７９と、基板７９の下方に配置されるマイクロスイッチ７６とを備えてい
る。基板７９にはカム軸７２により操作されるスイッチ７３と、電動機３１への給電のた
めの整流回路を構成するダイオード７４と、ダイオード７４が取り付けられる冷却のため
のヒートシンク７５が装備されている。カム軸７２は、高速カム７２ａと低速カム７２ｂ
とを備えている。スイッチ７３は、２極のシーソースイッチであり、操作ダイヤル７１に
よるカム軸７２の回転操作により、高速カム７２ａがロッカー７３ａの一方を押し込んだ
ときは、給電のための整流回路は全波整流となり、電動機３１が高速回転することで吐出
側継ぎ手２３からの吐出圧は高圧となる。操作ダイヤル７１によるカム軸７２の回転操作
により、低速カム７２ｂがロッカー７３ａの他方を押し込んだときは、給電のための整流
回路は半波整流となり、電動機３１が低速回転することで吐出側継ぎ手２３からの吐出圧
は低圧となる。また、ロッカー７３ａがいずれの方向にも押し込まれない中間の位置にな
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るように操作ダイヤル７１を操作したときは、電動機３１への給電は中止される。なお、
図１２は、ロッカー７３ａがいずれの方向にも押し込まれない中間の位置になるように操
作ダイヤル７１を操作した状態を示している。
【００４４】
　このように、高速運転と低速運転を切り替えられることから、騒音が気になる環境で高
圧洗浄機を使用する場合は、低速運転を選択することにより低騒音で運転することできる
。
【００４５】
　ポンプ４１には、その下方に圧力検出部７７が備えられている。圧力検出部７７はポン
プ４１の吐出経路の圧力により変位する圧力変位部材７８を備えている。圧力変位部材７
８の先端は、マイクロスイッチ７６のアクチュエータ７６ａに接近して配置されている。
吐出経路内の圧力が所定値以下の場合は、図１２において実線で示すように、圧力変位部
材７８は前方へ位置しており、アクチュエータ７６ａの押圧は行っていない。この状態で
はスイッチ７３のオン操作によりポンプユニット３０の運転が可能となる。ポンプユニッ
ト３０の運転により吐出経路内の圧力が所定値に達した状態でノズルガンからの加圧水の
吐出を中止した場合は、図１２において想像線で示すように、圧力変位部材７８は後方へ
移動しアクチュエータ７６ａを押圧する。この状態ではスイッチ７３の操作に依存せず電
動機３１への給電は中止され、ポンプユニット３０は運転停止状態となる。
【００４６】
　スイッチボックス８０は、その上方に電動機３１の後方の排気口３６からの排気をスイ
ッチボックス８０の内部に導入するための排気取入口８１が備えられている。排気口３６
からの排気は、電動機３１の冷却により、その温度は上昇しているが、電気発熱部品であ
るダイオード７４の冷却においては依然有効である。排気取入口８１から導入された排気
は、図１２において矢印線Ｈで示すように、排気導入路８２を流れダイオード７４とヒー
トシンク７５まで達し、それらを冷却した後、スイッチボックス８０の外部に排気される
。排気導入路８２には、下流側に向かって流路の断面積が減少していく絞り経路部８３が
形成されており、この絞り経路部８３を通過する過程で流速が増加した状態でダイオード
７４とヒートシンク７５に到達するため、効率的に冷却することができる。
【００４７】
　また、電動機３１の後方の排気口３６から放出される騒音は、排気取入口８１からスイ
ッチボックス８０の内部に伝わり減衰されるので騒音を低減する効果もある。
【００４８】
　さらに、排気取入口８１からスイッチボックス８０の内部に流入する排気により、スイ
ッチボックス８０の内部の圧力は外部より高くなることから、スイッチボックス８０に存
在する隙間から雨水が内部に進入することを防止できる。
【００４９】
　以上、本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施形
態の技術的範囲に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない限り種々なる形態
に変更することが可能である。
【符号の説明】
【００５０】
１　本体部、１０　ハウジング、１１　前ハウジング、１２　後ハウジング、１２ａ　右
側面、１２ｂ　左側面、１２ｃ　後面、１２ｄ　上面、１２ｅ　下面、１３　車輪、１４
　溝、１４ａ　吸気風窓、１４ｂ　左側排気風窓、１４ｃ　右側排気風窓、１５　吸気側
仕切り壁、１５ａ　傾斜部、１５ｂ　垂直部、１６　吸気下側仕切り壁、１６ａ　傾斜部
、１６ｂ　水平部、１６ｃ　垂直部、１６ｄ　上端水平部、１６ｅ　中央水平部、１７　
吸気側仕切り壁、１８　吸気下側仕切り壁、２１　ハンドル、２２　給水側継ぎ手、２３
　吐出側継ぎ手、２４　固定ハンドル、２４ａ　把持部、２５　フック部、２６　収納部
材、２６ａ　孔、２６ｂ　下部開口、２６ｃ　逃がし、３０　ポンプユニット、３１　電
動機、３２　回転子軸、３３　整流子、３４　冷却ファン、３５　吸気口、３６　排気口
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、３７　周壁、４１　ポンプ、４２　駆動軸、４３　斜板、４４　スラストベアリング、
４５　ピストン、４６　円柱部、５０　制御部、５１　左排気側仕切り壁、５１ａ　垂直
部、５１ｂ　傾斜部、５１ｃ　先端垂直部、５２　左排気下側仕切り壁、５２ａ　水平部
、５２ｂ　傾斜部、５２ｃ　垂直部、５３　右排気側仕切り壁、５３ａ　水平部、５３ｂ
　傾斜部、５３ｃ　垂直部、５４　左排気側仕切り壁、５５　左排気下側仕切り壁、５６
　右排気側仕切り壁、５８　操作ダイヤル、６０　スイッチボックス、６１　電動機用吸
音部材、６２　電動機用吸音部材、６３　ポンプ用吸音部材、６４　ポンプ用吸音部材、
７０　制御部、７１　操作ダイヤル、７２　カム軸、７２ａ　高速カム、７２ｂ　低速カ
ム、７３　スイッチ、７３ａ　ロッカー、７４　ダイオード、７５　ヒートシンク、７６
　マイクロスイッチ、７６ａ　アクチュエータ、７７　圧力検出部、７８　圧力変位部材
、８０　スイッチボックス、８１　排気取入口、８２　排気導入路、８３　絞り経路部　
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